
The only thing predictable about life is its unpredictability 

―人生で唯一予測できることは、人生が予測できないということ― 

                     高畠 星 

 これは、留学先の大学で出会った教授からかけられたことばです。 

  ディズニー映画『レミーのおいしいレストラン』にも登場することばで、「先のことは分からないから

こそ、挑戦していい。失敗しても大丈夫なのだ」と、私の背中を押してくれました。 

 私は子どもの頃から英語が好きで、海外の文化に強い興味をもっていました。外国の人と話し、言葉を

通して世界が広がっていく感覚が楽しく、いつしか「海外に行ってみたい」「日本とは違う環境で過ごし

てみたい」という夢をもつようになりました。 

 その最初の一歩が、高校生のときのカナダでのホームステイでした。刺激的な経験でしたが、自分の考

えをうまく伝えられなかったり、周囲に頼ってばかりだったりと、悔しい思いもたくさんしました。「も

っと自分の力で生活し、学びたい」。その気持ちは帰国後も消えることはなく、むしろ強くなっていきま

した。 

 海外への留学を希望していることを周囲に伝えると、「英語なら日本でも学べる」「お金の無駄だ」と

反対の声もありました。確かに、英語そのものは日本にいても学ぶことができます。それでも私は、海外

に行くことで学べるのは英語だけではないと周囲を説得し、アメリカに行くことを選びました。 

 アメリカでの生活では、文化や価値観の違いから日本では当たり前だと思っていたことが通じない場面

に何度も出会いました。楽しいことばかりではありません。アジア人であるという理由で心ないことばを

かけられたこと、近くの街で銃乱射事件が起きたこと、ハリケーンが通過したこと等、大変な経験もしま

した。途中で帰国した留学仲間もいます。 

それでも私は、これらすべてを含めて、海外で学ぶ意味があったと感じています。危険や困難に直面し

たとき、自分で情報を集め、考え、判断し、行動する力が求められました。そのことで「誰かに守られて

いる環境」から一歩外に出て、「自分の力で生きるとはどういうことか」を、身をもって知ることができ

たからです。 

 そして何より、世界中から集まった学生たちと学び、意見を交わした時間は、私にとって大きな財産で

す。自分の考えをことばにすること、相手を理解しようとする姿勢の大切さを学びました。 

 私が伝えたいことは、挑戦には必ず不安が伴うということです。そして、反対の声が聞こえることもあ

ります。海外に行くことが正解なのではありません。大切なのは、自分で考え、自分で選び、その結果か

ら学ぶことだと思います。 

 夢は、きれいな経験だけで叶えられるわけではありません。怖さや悔しさを乗り越えた先にこそ、夢を

叶えた喜びや本当の成長があります。人生は予測できません。だからこそ、自分の「やってみたい」とい

う気持ちを大切にしてほしいと思います。 
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進路学習を通しての生徒の皆さんの意見 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月の予定 
１ 日   １５ 日  

２ 月  
 

１６ 月 
１・２年面接期間（～2/27） 
１・２年期末考査範囲発表 

３ 火  
 

１７ 火 
モップ交換日 
部停止（～27日） 

４ 水   １８ 水 短縮授業 

５ 木 
県内私立高校一般入試 
市英単語コンテスト 

 
１９ 木  

６ 金 
午前短縮授業 
新入生説明会 

 
２０ 金  

７ 土   ２１ 土  

８ 日   ２２ 日  

９ 月 
県立高校推薦入試 
既存校舎へ引越 

 
２３ 月 天皇誕生日 

１０ 火   ２４ 火 1.2 年期末考査 

１１ 水 建国記念の日  ２５ 水 1.2 年期末考査 

１２ 木   ２６ 木 1.2 年期末考査 

１３ 金  
 

２７ 金 
短縮授業（～3/23 日） 

市内特別支援学級卒業生を送る会 

１４ 土   ２８ 土  

親は毎日こんな仕事をやっ

ているのかと実感でき、とて

もためになりました。また、

仕事を楽しむことが大事だと

思いました。 保育士の仕事に就くには、それまで

の養成学校での勉強や資格試験で合格

すること等、いろいろ大変なことがあ

ると分かりました。また、どんな仕事

にも辛いこと、やりがいを感じること

があることが分かりました。 

進路の適性検査で自分が自然関係

の仕事に適性があることが分かり、

驚きました。また、一番就きたい仕

事の適性が高かったのでうれしかっ

たです。 

インタビューを通して、身近な人がやっている仕事の内容を

よく知ることができました。また、仕事に就くのに資格が必要

な職業が多いことが分かりました。勉強したことは無駄にはな

らないこと、頑張れば将来が拓けることも改めて理解できまし

た。 

今まで中学卒業後の事なん

てあまり考えたことがなかっ

たけど、進路学習は自分に少

し考えるきっかけを与えてく

れました。 

インタビューをして、医者にはコミュニケーション能力が学

力以上に必要だと知って驚きました。患者さんの声と向き合う

のに、多職種の方や他科の先生方と情報交換をすることが大事

だと分かりました。 

前から私は、美容系の仕事に興味が

ありました。実際にインタビューをし

てみて、大変なこともあるけど楽しみ

ながらやれる仕事だと分かりました。

やってみたいという気持ちが強まりま

した。 自分はやりたい仕事があまり分からなかったから、適性検査

の結果は参考になりました。事務系かなと思っていたけど、自

分は奉仕系の仕事が向いていると気付くことができました。 

治山業務等の災害関連の仕事では、想定外のできごとをどう

解決するかが問われるので、技術と知識のどちらも必要なこと

が分かりました。 

これまで知らなかった職業の詳しい

仕事内容や人々の思いを知ることがで

きました。そして、様々な職業がある

ことで世の中が成り立っていることを

実感できました。 


